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有機発光ダイオード（OLED）は、大気中の活性酸素により劣化することが知られている。そこ

で本研究は、β-カロテンの抗酸化作用を利用して OLEDの発光寿命を延ばすことを目的としてい

る。β-カロテンは、カラムクロマトグラフィー[1]によりホウレンソウから抽出した。抽出したβ

-カロテンは、トルエンを溶媒として、発光ポリマーであるポリ[2-メトキシ-5-(3′,7′-ジメチルオク

チルオキシ)-1,4-フェニレンビニレン]（MDMO-PPV）と混合した。次に、β-カロテンおよび

MDMO-PPV溶液をスピンコーティングによって成膜した。また、劣化特性を比較するために、ガ

ラス封止試料およびβ-カロテンを混合していない試料も作製した。分光光度計によりフォトルミ

ネッセンス（PL）を測定することにより Fig.1、Fig.2の結果を得た。Fig.1より、β-カロテンを混

ぜた試料のPL強度は、約50時間経過したとき急激に増加した。これは、β-カロテンとMDMO-PPV

が反応を起こしていることが原因であると考える。Fig.2は、β-カロテンを混ぜた試料の PLスペ

クトルの時間変化を示している。これより、β-カロテンを混ぜた試料の発光波長は明らかにブル

ーシフトしていることがわかる。また、この現象は未封止およびβ-カロテンを含まない試料にも

見られた。これは、MDMO-PPVの構造が光と酸素によって変化したことが原因であると考える。 
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